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資料３－２

出水対応のふりかえり 

河川保全企画室 

１ ． 総論 

・ 9月末時点の主な出水

平成29 年7 月九州北部豪雨、 秋田県での2 度の豪雨、 台風5 号・ 18 号

その他、 局地的な大雨による出水が10 回程度

・ 出水に慣れていない地方を中心とした対応の遅れ（ 特に台風18号）

２ ． 現地状況の把握と伝達 

・ 都道府県管理河川の情報伝達の遅れ

→本庁でも平時から情報を集約。 国交省リエゾンも適宜活用を。

（ 予め集約できる情報の例）

・ 観測所受持区間における危険箇所と後背地の状況

・ 避難情報の発出状況

・ 既往出水における水位と被害の関係

・ 水防団の活動状況

・ 普通河川の情報収集

３ ． 防災情報の発信 

・ 洪水予報等の発表の遅れ

→迅速な防災情報の発信

４ ． タイムライン・ ホット ライン（ 別添資料も参照）  

・ タイムラインの活用状況・ 市町村意見

→シナリオはあく までも想定されるものの一つ

取るべき行動や手順等を事前に確認

・ ホット ラインの活用事例・ 市町村意見

→着実に浸透。 引き続き、 出水時には積極的に活用。

担当者以外にも、事務所長～市町村長・ 幹部との連絡体制も構築。

５ ． 水門・ 樋門等の操作の委託について

地整資料２
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策定済みの市町村

策定対象だが未策定の市町村

検討中または対象外の市町村

都道府県管理河川における水害対応タイムライン策定状況

○ 「大規模氾濫に関する減災対策協議会」の場等で選定した全国963市町村が対象（引き続き対象選定中）
○ 平成29年8月末時点で、20都府県・256市町村で策定済み（現在の全対象市町村数の26.6%）
○ 岡山県では、管内の全市町村で作成済み
○ 平成33年度末までに、全ての対象市町村で構築予定

※下のグラフは、「各都道府県の全市町村数」を100%とし

ているが、このうち策定対象とする市町村については、

減災協議会の場等を通じて選定されることとしている

市町村ごとの構築状況（都道府県別）

都道府県単位で見た構築状況
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全市町村で策定済み

半数以上の市町村で策定済み

一部の市町村で策定済み（ 半数以下）

現時点では策定済み市町村無し
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都道府県管理河川におけるホットライン構築状況

○ 平成29年8月時点の洪水予報河川・水位周知河川に関係する市町村（全国1095市町村）が対象
○ 平成29年8月末現在、40道府県・865市町村で構築済み（全対象市町村の79.0%）
○ 32道府県では、管内の全ての対象市町村で作成済み（図中の橙色）
○ 平成30年出水期までに、対象とする全ての市町村で構築予定

※都道府県管理河川のうち洪水予報河川・水位周知河川に

指定された区間の沿川市町村を構築対象としており、その

総数を100%としている（グラフの各県の括弧内の数字）

※今後、洪水予報河川・水位周知河川が新たに指定されたり、

指定されていない市町村で独自にホットラインが構築される

などにより、総数が増えることがある。

全ての対象市町村で構築済み

現在、 一部市町村で構築済みで、
H30出水期までに全て構築予定

現在、 構築済みの市町村は無いが、
H30出水期までに全て構築予定

別システム等により代替予定

市町村ごとの構築状況（都道府県別）

都道府県単位で見た構築状況

東京都では、水位上昇が急激な中小河川の情報

をより迅速に伝達するため、ホットラインに代わり

各首長等へのプッシュ型メール配信を計画中。
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構築済みの市町村（ 赤色の数字）

構築対象だが未構築の市町村

検討中の市町村

別システム等により代替予定

※群馬県は対象市町村に埼玉県の2市を含む（群馬県管理河川のため



平成29年度出水期におけるタイムライン活用状況（市町村のコメント）

○河川事務所と町との間で、事前にタイムラインを用いて実施する内容等について整理されていたことによ
り、適切な情報共有が図れた。（添田町）

○タイムラインを作成することにより、河川事務所と市が行うべきことが明確になった。（中津市）

07/05～ 平成29年7月九州北部豪雨

○初期段階は上流側の水位（雄物川橋）と大曲橋の水位を確認しながら、タイムラインに沿った体制及び対
応を実施していたが、ホットラインにより今後の水位予測情報があったため、避難情報発表などの対応を前
倒しすることができ、結果、神宮寺神岡地域では、雄物川水位ピークより6時間前に避難指示を出すことが
出来た。
今回の対応は、タイムラインとホットラインが有効に活かされた成功例ではないか。（大仙市）

07/22～ 秋田県を中心とした豪雨

○タイムラインを参考に円滑な対応ができた。今後も関係機関との連携を深めながら、災害対策本部運営を
熟成させたい。（土佐市）

○事前の情報やりとりでタイムラインを活用し、当日はホットラインによる情報共有により、避難指示発令の参
考となった。（佐伯市）

09/17～ 台風18号

○7月洪水と同様に初期段階から上流側の水位（雄物川橋）と大曲橋の水位を確認しながら、体制及び対
応をタイムラインでチェックしながら実施した。実務担当者が異動になったので、洪水対応はタイムラインが
あり、助かっている。（大仙市）

○タイムラインを参考に第一次防災体制、第二次防災体制を配備した。また河川国道事務所からの「今後
の北上川の水位」情報をいただきながら警戒にあたった。（紫波町）

08/23～ 秋田県を中心とした豪雨



平成29年度出水期におけるホットライン実施状況（国→市町村）

○ 平成29年9月の台風18号までの出水※において、国土交通省の河川事務所から市町村へ
ホットラインを延べ148回実施（事務所長・副所長と、市町村長等（部長級以上）との連絡回数）。

○ 各市町村からは、「避難勧告発令の判断材料としてホットラインが役に立った」等の意見。
※7/05～の平成29年7月九州北部豪雨、7/22～及び8/23～の秋田県を中心とした豪雨、9/17～の台風18号におけるホットライン実施状況

このほかの出水については、現在調査中

○ホットラインに対する市町村の主なコメント
・担当レベルからの情報に加えて、ホットラインによる丁寧な情報により、次の準備にも繋
がった。（北海道せたな町；今金河川事務所）

・特に7月洪水での浸水地区を念頭に水位予測情報を随時提供してもらったため、今回（8
月）も早めの避難情報発令が実施できた。（秋田県大仙市；湯沢河川国道事務所）

・ 事 前 に 情 報 提 供 を 頂 け た た め 適 切 な 対 応 が で き 、 安 心 感 を 得 る こ と も 出 来 た 。
（高知県日高村；高知河川国道事務所）

・地元対応で追われる中で河川水位を見る余裕も無かったが、ホットラインで水位情報がも
らえたので避難指示発令を行うことができた。（大分県佐伯市；佐伯河川国道事務所）

福岡県（遠賀川・筑後川など） 25回
7/05～07 朝倉市・東峰村などへ25回

大分県（山国川・番匠川など） 23回
7/05～07 日田市・中津市などへ11回
9/17～18 大分市・佐伯市へ12回

熊本県（山国川・菊池川など） 7回
7/05～07 熊本市・玉名市などへ7回

佐賀県（六角川・菊池川など） 18回
7/05～07 武雄市・多久市などへ18回

愛媛県（重信川） 2回
9/17～18 松山市・松前町へ2回

高知県（仁淀川） 8回
9/17～18 土佐市・日高村などへ8回

鳥取県（天神川・千代川など） 24回
9/17～18 鳥取市・倉吉市などへ24回

秋田県（雄物川・子吉川） 36回
7/22～24 秋田市・大仙市などへ26回
8/24～25 大仙市へ10回

岩手県（北上川） 4回
8/24～25 盛岡市・花巻市などへ4回

北海道（後志利別川） 8回
9/18 今金町・せたな町へ8回

兵庫県（円山川） 8回
9/17～18 豊岡市へ8回

管内で延べ1回以上実施した都道府県

管内で延べ10回以上実施した都道府県

管内で延べ20回以上実施した都道府県

管内で延べ30回以上実施した都道府県

平成29年9月現在の速報値）



平成29年度出水期におけるホットライン実施状況（都道府県→市町村）

○ 平成29年9月の台風18号までの出水※において、各都道府県の土木事務所等から市町村へ
ホットラインを延べ126回実施。

○ 各市町村からは、「避難勧告発令の判断材料としてホットラインが役に立った」等の意見。

○ホットラインに対する市町村の主なコメント
・観測史上最大の水位となっていたため、流域の避難に関する判断材料として活用した。
（秋田県大仙市）

・現状確認、首長報告に役立ちました。引き続き実施してほしい。（秋田県仙北市など）
・FAXによる河川水位情報のみでなく複数の手段による伝達は有効であった。（兵庫県神戸市
・気象情報を収集分析し、避難勧告等を市が判断するに当たり、県からも適時情報が得られる
ことを心強く感じた。（兵庫県養父市）

福岡県（大肥川） 1回
7/05～07 東峰村へ1回

大分県（有田川・渡里川） 2回
7/05～07 日田市へ2回

京都府（筒川・犀川など） 24回
9/17～18 福知山市・京丹後市などへ24回

秋田県（福部内川・桧木内川など） 57回
7/22～24 三種町・五城目町などへ35回
8/24～25 大仙市・仙北市などへ22回

岩手県（馬淵川） 8回
8/24～25 盛岡市・岩泉町などへ8回

北海道（朱太川・木古内川など） 10回
9/17～18 黒松内町・木古内町などへ回

兵庫県（妙法寺川、大屋川など） 24回
9/17～18 神戸市・養父市などへ24回

管内で延べ1回以上実施した都道府県

管内で延べ10回以上実施した都道府県

管内で延べ20回以上実施した都道府県

管内で延べ30回以上実施した都道府県

平成29年9月現在の速報値）

※7/05～の平成29年7月九州北部豪雨、7/22～及び8/23～の秋田県を中心とした豪雨、9/17～の台風18号におけるホットライン実施状況

このほかの出水については、現在調査中



平成29年7月九州北部豪雨におけるタイムライン・ホットラインの実施状況と効果
国管理河川では、河川事務所と自治体で作成していた水害対応タイムラインを活用し、河川事務所長等と市町村長等のホットライン
を17市町村に延べ35回（ ※） 実施。（ ※7月5日から6日朝までに、被害の生じた３水系（ 遠賀川、山国川、筑後川） で事務
所長等から市町村長等に対して実施したもの）
タイムラインを踏まえたホットラインにより、筑後川河川事務所長から日田市長に河川の状況等を伝え、それを受けた市長は、対象地域
へ早いタイミングで避難勧告を発令し、住民への避難の呼びかけを実施。

筑後川河川事務所から日田市へのホットラインの例

７月５日からの豪雨に伴い、花月川ではＪ Ｒ久大線橋梁の流出や、８００戸を超える家屋の
浸水被害が発生。

筑後川水系花月川左岸
4.9k付近 氾濫状況

7/5 19:15頃撮影

※１） 本資料の数値は、速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。
※２） 避難勧告・避難指示は、花月川に関係している部分のみを記載しています。

【位置図】

筑後川

筑後川水系花月川左岸
0.2k JR久大線橋梁流出

西有田地区

花月水位観測所における水位とホットライン・避難情報発令のタイミング

筑後川水系
花月川

地元住民提供

光岡地区

避難勧告 5日15:50 光岡地区ほか（ 9,734世帯23,543人）
避難勧告 5日17:40 西有田地区ほか（ 1,074世帯2,939人）
避難指示 5日18:45 光岡地区、西有田地区ほか（ 10,808世帯26,482人）

ホットライン（15:25）

ホットライン（16:45）

ホットライン（18:10）

ホットライン（19:50）

早いタイミ ングで避難勧告発令

避難勧告（15:50）

避難勧告（17:40）

九州北部豪雨ホットライン実施市町村

※被害の生じた3水系で、7月5日から6日朝までに
事務所長等と市町村長等の間で実施されたもの

水系 県 市町村 回数

筑後川 福岡県 朝倉市 5

うきは市 2

久留米市 2

小郡市 1

大刀洗町 1

東峰村 1

大分県 日田市 4

佐賀県 鳥栖市 1

熊本県 小国町 3

遠賀川 福岡県 添田町 4

嘉麻市 1

糸田町 1

大任町 1

直方市 1

田川市 1

福智町 1

山国川 大分県 中津市 5

合 計 35
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7月22日 7月23日

H29.7洪水

氾濫危険水位：5.70m
避難判断水位：5.50m

リエゾン派遣

水位状況報告

3:30～6:00
沿川地区に順次発令

氾濫注意水位：5.00m

水位状況報告 間倉地区

(m)

8:00 
氾濫発生

7/24以降、被災状況調査の関係

で、ホットラインを3回実施。

(mm/h)

21:10 待機

0:50 出動

0:50 氾濫注意情報

2:30，4:50 
氾濫危険情報

氾濫発生情報

★：大仙市とのホットライン

●：エリアメール配信

●：避難情報

●：洪水予報

●：水防警報

雄物川右岸 60.2k付近 溢水状況

既往最高水位
H23.6.24 7.74m

今回の洪水による最高水位
7月23日11:00 7.56m

緊急速報メール

７月洪水では、事務所長から
ホットラインの度重なる情報提
供がなされ、それを踏まえて、適
時の避難情報発令を行えた。

＜被害状況＞
浸水面積 ３２．０ｋ㎡
浸水家屋 １，０２８戸

【人的被害ゼロ】

＜避難情報発令状況＞
避難勧告 ８，０５１世帯 ２１，５８４人
避難指示 ８，４８６世帯 ２２，７９９人

大仙市長のコメント

※被害状況、避難情報発令状況は雄物川全体数値であり、速報値であるため今後変わる可能性があります。

雄物川（ 国管理区間） では、河川事務所と自治体で作成していた水害対応タイムラインを活用し、河川事務所長等と市長等のホッ
トラインを3市に延べ21回（ ※） 実施。（ ※7月22日から24日までに、被害の生じた雄物川水系で事務所長等と市長等との間で
実施したもの）
タイムラインを踏まえた緊密なホットラインにより、湯沢河川国道事務所長から大仙市長に河川の状況等を詳しく伝え、それを受けた市
長は、対象地域へ早いタイミングで避難指示を発令し、住民への避難の呼びかけを実施。合わせて国土交通省は、緊急速報メールに
より河川情報を住民等に配信。

7月22日からの豪雨におけるタイムライン・ホットラインの実施状況と効果

湯沢河川国道事務所から大仙市へのホットラインの例

神宮寺水位観測所における水位とホットライン・避難情報発令のタイミング

1
2:

00

0:
00

12
:0

0

6
:0

0

18
:0

0

ホットライン（20:20）

ホットライン（22:20）

ホットライン（0:25）

ホットライン（1:35）

ホットライン（2:30）

ホットライン（3:04）

ホットライン（4:33）

ホットライン（6:35）

ホットライン（8:00）

ホットライン（8:39）

氾濫危険水位超過見込み、氾濫の可能性伝達

エリアメール配信連絡

リエゾン派遣

氾濫危険水位超過、（本川：神宮寺）
水位の見込み

氾濫危険水位超過
（支川玉川：長野）

溢水情報

市長から避難情報の報告

避難指示（22:30）
避難勧告・指示（3:30～6:00）

早いタイミ ングで避難勧告発令

ホットライン実施市町村

氾濫危険水位超過見込み、氾濫の可能性伝達

【位置図】

雄物川

寺館大巻地区 間倉地区

水系 県 市町村 回数

雄物川 秋田県 秋田市 6

大仙市 13

横手市 2

合 計 21

雄物川左岸46.0k付近
溢水による住家浸水

雄物川右岸60.2k付近
溢水による住家浸水

3:13 緊急速報メール配信
（氾濫危険水位超過）

10:05 緊急速報メール配信
（氾濫発生）



ホットラインにより市町村長の避難判断を支援

秋田県

ホットラインを実施した市町村
ホットラインを実施した河川

○ 秋田県では、「中小河川におけるホットライン活用ガイドライン」に基づいて、県内の対象河川の沿川市町村
（17市町村）全てでホットラインを構築。

○ 7月22日～23日の豪雨の際には、秋田県から9市町村に延べ35回のホットラインを実施。
秋田県が管理する河川の状況を伝え、市町村長による適切な避難勧告等の発令を支援。

（ 県管理河川における対応）

○ホットラインに対する市町村長のコメント

・活用した。避難勧告の判断材料とした。（三種町）
・ホットラインの水位状況は、「秋田県河川砂防情報システム※」と
併用して活用した。（五城目町）

※秋田県独自の水位情報等提供システム

・23日5時15分に福部内川流域の福見町一帯に「避難指示」を発
令した。その際の判断材料として活用した。また、斉内川の玉川
長野橋で観測史上最大の5.07mとなっていたため、斉内川流域
の避難に関する判断材料として活用した。（大仙市）

・ホットライン及び河川情報システムによる情報を、住民、職員の
洪水対応に向けた行動判断材料として活用した。（北秋田市）

三種町（みたねちょう） 4回
7/22 12:06 「三種川で避難判断水位超過」を伝達
7/22 12:56 「三種川で氾濫危険水位超過」を伝達
7/23 04:23 「三種川で避難判断水位超過」を伝達
7/23 07:13 「三種川で氾濫危険水位超過」を伝達

五城目町（ごじょうめまち） 4回
7/22 12:25 「馬場目川で避難判断水位超過」を伝達
7/22 12:55 「馬場目川で氾濫危険水位超過」を伝達
7/23 03:14 「馬場目川で避難判断水位超過」を伝達
7/23 03:20 「馬場目川で氾濫危険水位超過」を伝達

八郎潟町（はちろうがたまち） 4回
7/22 12:26 「馬場目川で避難判断水位超過」を伝達
7/22 12:41 「馬場目川で氾濫危険水位超過」を伝達
7/23 03:14 「馬場目川で避難判断水位超過」を伝達
7/23 03:17 「馬場目川で氾濫危険水位超過」を伝達

秋田市（あきたし） 8回
7/22 13:21 「新城川で避難判断水位超過」を伝達
7/23 02:04 「猿田川で避難判断水位超過」を伝達
7/23 02:04 「新城川で避難判断水位超過」を伝達
7/23 02:24 「新城川で氾濫危険水位超過」を伝達
7/23 04:23 「猿田川で氾濫危険水位超過」を伝達
7/23 05:34 「太平川で避難判断水位超過」を伝達
7/23 05:34 「草生津川で避難判断水位超過」を伝達
7/23 07:07 「太平川で氾濫危険水位超過」を伝達

由利本荘市（ゆりほんじょうし） 5回
7/22 22:40 「芋川で避難判断水位超過」を伝達
7/22 22:50 「芋川で氾濫危険水位超過」を伝達
7/22 23:20 「芋川で氾濫発生」を伝達
7/23 04:00 「芋川で避難判断水位超過」を伝達
7/23 05:50 「芋川で氾濫危険水位超過」を伝達

北秋田市（きたあきたし） 1回
7/22 13:24 「小阿仁川で避難判断水位超過」を伝達

上小阿仁村（かみこあにむら） 1回
7/22 13:17 「小阿仁川で避難判断水位超過」を伝達

仙北市（せんぼくし） 3回
7/23 03:20 「桧木内川（宮田）で避難判断水位超過」を伝達
7/23 08:05 「桧木内川（宮田）で氾濫危険水位超過」を伝達
7/23 05:00 「桧木内川（門屋）で避難判断水位超過」を伝達

大仙市（だいせんし） 5回
7/22 21:00 「福部内川で避難判断水位超過」を伝達
7/22 22:14 「福部内川で氾濫危険水位超過」を伝達
7/23 03:04 「福部内川で氾濫発生」を伝達
7/23 06:20 「斉内川で避難判断水位超過」を伝達
7/23 06:36 「斉内川で氾濫危険水位超過」を伝達

○被害状況（H29.8.16時点）

・人的被害 なし

・住家被害 全壊3戸 半壊39戸 床上浸水651戸 床下浸水1513戸

・土木施設被害 643件 約135億円
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